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部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 西条 寿夫 センター長（併任），委員長 
教 授 笹原 正清 副センター長（兼任） 
教 授 根本 信雄 副センター長（兼任） 
教 授 竹内 義雄 副センター長（兼任） 
准教授 山本  博 動物実験施設長 
准教授 五味 知治 分子・構造解析施設長 
准教授 田渕 圭章 遺伝子実験施設長 
生命科学先端研究センター 
准教授 庄司 美樹 アイソトープ実験施設長 
教 授 森   寿  
教 授 村口  篤  大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 白木 公康  
教 授 大熊 芳明  
大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 酒井 秀紀  




部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 森   寿 部会長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 細谷 健一  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 櫻井 宏明  
附 属 病 院 教 授 嶋田  豊  
生命科学先端研究センター 准教授 山本  博 役職指定 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 盛永審一郎 動物実験を行わない教員 
富 山 県 農 林 水 産 部 主 幹 久保 博文 動物に関し専門的な知識を有する学外者 
⑶ 動物実験委員会 
◎任期：平成19年10月１日～平成21年９月30日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 准教授 横畑 泰志  
大学院理工学研究部（工学） 教 授 川原 茂敬  
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 森   寿 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 赤尾 光昭  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 渡辺 志朗  
附 属 病 院 教 授 鈴木 道雄  
人 間 発 達 科 学 部 准教授 高橋 満彦  
准教授 山本  博 役職指定（動物実験施設長） 
生命科学先端研究センター 
助 教 大塚  哲 役職指定（センター教員） 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 盛永審一郎 動物実験を行わない教員 




部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 田村 了以 自然科学系教員 
教 授 舟田  久 予防医学関係教員自然科学系教員 
教 授 白木 公康 遺伝子組換え研究者 
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 稲寺 秀邦 杉谷地区産業医 
教 授 酒井 秀紀 遺伝子組換え研究者 
教 授 赤尾 光昭 自然科学系教員 大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 盛永審一郎 人文・社会科学系教員 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 東田 道久 部会長，遺伝子組換え研究者 
准教授 田渕 圭章 役職指定 
生命科学先端研究センター 
助 教 高崎 一朗 役職指定 
杉谷地区事務部総括管理課 課 長 小越 信行 役職指定 
富 山 赤 十 字 病 院 部 長 津幡 眞一 専門的な知識を有する学外者 
◎任期：平成19年10月１日～平成21年９月30日（部会廃止に伴い，任期は平成20年３月31日まで） 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 清水 忠道 部会長，遺伝子組換え研究者 
教 授 田村 了以 自然科学系教員 
教 授 舟田  久 予防医学関係教員 
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 稲寺 秀邦 杉谷地区産業医 
教 授 酒井 秀紀 遺伝子組換え研究者 
大学院医学薬学研究部（薬学） 
准教授 柏木  寛 自然科学系教員 
 
 －8－
部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院医学薬学研究部（薬学） 准教授 阿原  稔 人文・社会科学系教員 
准教授 東田 道久 遺伝子組換え研究者 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 
准教授 渡辺 志朗 自然科学系教員 
准教授 田渕 圭章 役職指定 
生命科学先端研究センター 
助 教 高崎 一朗 役職指定 
杉谷地区事務部総括管理課 課 長 小越 信行 役職指定 
富 山 赤 十 字 病 院 部 長 津幡 眞一 専門的な知識を有する学外者 
⑸ 杉谷キャンパス放射線管理委員会 
◎任期：平成19年４月１日～平成21年３月31日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 平賀 紘一  
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 近藤  隆 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 笹岡 利安  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 櫻井 宏明  
教 授 西条 寿夫 役職指定（センター長） 
教 授 根本 信雄 役職指定（副センター長） 生命科学先端研究センター 












研究部（医学） 308 人 284 人 106 人 167 人 82 人
大学院医学薬学 
研究部（薬学） 321 150 263 211 154 
和 漢 医 薬 学 
総 合 研 究 所 89 53 58 57 18 
附 属 病 院 13 9 9 5 4 
生命科学先端 
研究センター 27 28 7 18 9 
大学院理工学 
研究部（工学） 4 4 0 0 0 
水素同位体科学 
研究センター 2 0 0 0 2 










延 数 3,313 3,383 3,636 3,815 3,573 3,222 3,663 3,437 3,357 3,331 3,504 3,756 41,990





動 物 種 件  数 動 物 種 件  数 
マ ウ ス 358 ビーグル犬 1 
ラ ッ ト 242 サ   ル 2 
ウ サ ギ 10 アフリカツメガエル 2 
モルモット 20 計 635 
○特殊実験室等 
実験室等 件  数 実験室等 件  数 
手 術 室 79 行動科学実験室（小） 19 
感染実験室 59 行動科学実験室（中） 365 
SPF飼育室 46 代謝実験室 35 
Tg動物室 98 水生動物室 2 
長期実験室 194 系統維持室 10 
胚 保 存 12 胚操作室 113 










マウス 1,183 1,157 1,227 1,265 1,102 1,114 698 640 387 625 1,156 929 11,483
ラット 149 225 188 418 250 219 180 260 262 418 239 198 3,006
ウサギ 0 6 1 2 8 1 5 0 0 0 0 0 23
モルモット 22 17 24 10 5 7 9 15 3 13 0 0 125
ビーグル犬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10
サル 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 4 7





区分 機 器 等 名 型     式 利用件数等
ベックマン Optima XL90 34 件 
ベックマン Optima L70 ２台 335 件 超遠心機 
ベックマン TLX-120（卓上型） 70 件 
高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI，J6-MI 321 件 
吸光分光光度計 島津 UV160A 61 件 
蛍光分光光度計 日立 F-4500 350 件 
マイクロプレートルミノメーター ダイアヤトロン Luminous CT9000 3 件 
プレートリーダー／ウォッシャー インターメッド NK-300/NJ-2100UV 464 件 
蛍光・発光・吸光 
マイクロプレートリーダー テカン GENios 221 件 
ペプチドシーケンサー 島津 PPSQ-21 303 cycles 
ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 100 件 














高分解能透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-200CX 
40 件 
580 枚※２
透過電子顕微鏡 日立 H-300 
8 件 
139 枚※２
高分解能走査電子顕微鏡 日立 S-4500 
7 件 
80 枚※２








ライヘルト 2800-Frigocut N 
ライカ CM 3050S IV 218 件 
元素分析装置 パーキンエルマー 2400 II 6 件※３
日本電子 JMS-AX505HAD 418 件※３
質量分析装置 
日本電子 GCmate 1,379 件※３
構造・物性解析系




区分 機 器 等 名 型     式 利用件数等
バリアン GEMINI 300 5,411 件※５
超伝導FT核磁気共鳴装置 
バリアン UNITY PLUS 500 3,189 件※５
原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 18 時間 
円二色性分散計 日本分光 J-805 204 件※３
構造・物性解析系
 
赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 1,014 件※３
コールター EPICS-Elite 40 件 
ベクトンディッキンソン FACSCan 3 件 自動細胞分析装置 
ベクトンディッキンソン FACSCalibur 241 件 
細胞生物学系
 二次イオン質量分析装置 カメカ IMS-6F 3 件 
超低温フリーザー 
サンヨー MDF-U581AT ２台 
レブコ UTL-2186 24 件
※１
純水製造装置 バーンステッド ROpure/NANOpure 
25 件※１
2,262 ℓ 
低温室  6 件※１
工作機器（旋盤 他） 安藤 AKS-30D-M2 他 143 件 
液体窒素貯蔵・取出システム ダイヤ冷機 DTL-B-3 
54 件※１
25,944 ℓ 
自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV 1,477 枚 
画像処理システム 
オリンパス AX-80/DP70 
キーエンス BioZero 等 1,793 件 
大判プリンタ HP Designjet 5000ps 703 枚 
銀塩写真プリンタ フジフイルム Pictrography 3500 371 枚 
カラーレーザープリンタ ゼロックス LaserWind 3320PS 2,156 枚 
コンピュータ・ラボ HP Compaq 他 1,832 件 




















部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
解剖学 大谷 裕子 
○リンパ管が特異的に発現する蛋白とリンパ管新生・再生
機構の解析 




















































部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 

















神山 公希 ○敗血症におけるグルココルチコイド受容体発現 
放射線基礎医学 趙  慶利 ○温熱誘発アポトーシスと遺伝子発現の解析 




島田 一郎 ○間質性肺炎の病態生理 
法医学 
畑 由紀子 ○ABO遺伝子の発現制御の解明 







































中嶋 隆彦 ○消化管間葉腫瘍の遺伝子学的解析 
皮膚科学 渡辺 宏数 ○水疱性類天疱瘡におけるケモカインの役割 
神経精神医学 住吉 太幹 
○N-methy1-D-aspartate受容体拮抗薬投与新生仔ラット
における行動変化と遺伝子発現変化との関係 
外科学⑴ 仙田 一貴 
○リンパ管新生の評価 
○核内移行とFrak Tal Kine 
脳神経外科学 栗本 昌紀 
○ヘパリンコファクターⅡ遺伝子導入培養細胞のトロン
ビン刺激に対する効果 





















中村 隆文 ○トランスジェニックマウスの遺伝子発現の検討 




頸部外科学 將積日出夫 ○中耳加圧刺激の内耳に対する影響に関する基礎的研究 
麻酔科学 藤森 俊雄 
○敗血症病態の治療 
○タンパク質のウェスタンブロット解析 















部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
臨床分子病態




藤本  誠 ○肝線維化に対する和漢薬の効果 







木村 真梨 ○漢方方剤の褥瘡モデルラットに対する効果 
感染看護学 小尾 信子 
○生薬エキス刺激マクロファージ様細胞が産生する抗イ
ンフルエンザウイルス物質の検討 



















刈米 アイ ○免疫アジュバントによるTh1活性化と抗腫瘍免疫増強 




























部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 




遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 







生薬学 林  利光 ○Scoparia dulcisのジテルペン生合成に関する研究 
構造生物学 水口 峰之 
○MAP-LC3タンパク質の発現ベクターの作製と組換え体
タンパク質の発現・精製 






○タンパク質（BACE I，amyloid beta-peptide，EFG receptor，
Antifreeze protein RD III）の発現系構築と立体構造解析 
酒井 秀紀 ○消化管細胞におけるK+，Cl-輸送タンパク質の機能解析 
薬物生理学 
森井 孫俊 ○胃ベシクルリン脂質flippaseのクローニングと機能発現 
植物機能科学 黒崎 文也 
○細胞内情報伝達系改変薬用植物の作製 
○植物病原性糸状菌の病原性欠損変異株の作製 
















分野 朱   姝 ○遺伝子解析による生薬の同定法開発に関する研究 














部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
薬物代謝工学
分野 









東田 道久 ○遺伝子発現解析法を用いた精神疾患関連因子の同定 





































総合診療部 薄井  勲 ○インスリン抵抗性の発症機序の解明に関する研究 
山本  博 ○マウスMx遺伝子の抗ウイルス活性に関する研究 


















機  器  名 型     式 利用件数等 
マイクロアレイスキャナー Lumonics ScanArray LITE-ES GSI 35 件 
GeneChip解析システム Affymetrix 72-DM00-10 11 件 
ABI PRISM310 1,839 サンプル 
DNAシーケンサー 
ABI PRISM3100 828 ラン 
シーケンスディテクションシステム ABI PRISM7700 90 件 
定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３台 1,024 件 
Leica TCS-SP5 1,836 時間 
共焦点レーザー顕微鏡 
Zeiss LSM510 66 時間 
蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 242 時間 
電気泳動写真撮影装置 アトー AE-6911CX 270 枚 
ルミノイメージアナライザー フジフィルム LAS-1000plus 1,640 件 
１㎕分光光度計 Nano Drop ND-1000 1,269 件 
純水製造装置 セナー OPTION4 
86 ℓ※１
228 ℓ※２











核種 繰越保管量 繰越使用中量 受 入 量 払 出 量 廃 棄 量 使用中量 保 管 量 
3H 10,150.327 0.273 373.700 4,084.820 4,068.313 16.780 6,439.208
14C 640.635 0.327 69.320 62.442 59.935 2.834 647.512
22Na 0 0 3.700 0.607 0.607 0 3.093
32P 51.338 21.258 971.250 1,009.846 989.224 41.880 12.742
33P 9.198 0 9.250 18.448 17.560 0.888 0
35S 364.760 1.478 1,313.000 1211.56 1,161.238 51.800 466.200
36Cl 0 0 11.100 0.706 0.706 0 10.394
63Ni 25.000 0 0 0 0 0 25.000
86Rb 0 0 37.000 37.000 37.000 0 0
125I 0 0 45.140 45.140 45.140 0 0
131I 0 0 74.000 74.000 74.000 0 0







部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
生化学 平賀 紘一 
○マウス発生工学的手法を用いた脳および網膜の神経細
胞変性・肝細胞の再生機構の研究 
分子神経科学 森   寿 ○情動の脳神経分子機構 
病態・病理学 笹原 正清 ○組織における増殖因子およびその受容体発現と機能解析 









林  京子 ○ウイルス蛋白合成に及ぼす外的因子の効果の解析 
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部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
分子医科薬理学 服部 裕一 ○敗血症など病態時における細胞内シグナリングの変化 
放射線基礎医学 小川 良平 ○細胞内生理活性物質の微少生理活性の検討 
公衆衛生学 稲寺 秀邦 ○化学物質の肝臓遺伝子発現に及ぼす影響の解析 
法医学 畑 由紀子 ○ABO血液型遺伝子の発現調節の解明 
内科学⑴ 浦風 雅春 ○糖尿病性血管合併症と発症機序に関する研究 
能澤  孝 ○虚血心における心臓交換神経シグナル伝達について 
内科学⑵ 
供田 文宏 ○生活習慣病での転写因子，NFkBの動態に関する研究 
高原 照美 ○肝再生誘導における各種因子の検討 
内科学⑶ 
峯村 正実 ○白血病モデルマウス解析 
小児科学 市田 蕗子 ○心筋緻密化障害の遺伝子探索 





北島  勲 
○関節軟骨分化における恒常的発現分子機能解析 
○シナプスの形成・機能維持の分子解析 








薬探索研究講座 長井 良憲 
○免疫細胞の成熟・分化および活性化機構の解明と創薬へ
の応用 
薬剤学 細谷 健一 ○関門組織における生体膜輸送生理学的解析 
毒性学 佐久間 勉 ○薬物代謝酵素遺伝子の発現調節機構 
分子神経生物学 津田 正明 
○神経細胞のカルシウム応答遺伝子群のクローニングと
その発現制御機構 
遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 





















部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 











病態生化学分野 櫻井 宏明 
○ケモカインおよびストレスシグナル伝達分子の病態生
化学的解析 
薬剤部 加藤  敦 ○グリコシダーゼ阻害剤による糖タンパク質の改変 附属病院 
総合診療部 薄井  勲 ○インスリン抵抗性の機序の解明 








機  器  名 型     式 利用件数 測定試料数
アロカ LSC-5100 274 6,098 
アロカ LSC-5200 228 11,982 
ベックマンコールター LS6500 285 12,002 
液体シンチレーションカウンタ 
ベックマンコールター LS3801 34 1,116 
マイクロシンチレーションカウンタ パッカード トップカウント 35 4,608 
オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 60 3,036 
フジフイルム BAS2000 44 54※ 
フジフイルム BAS3000 3 22※ バイオイメージングアナライザー 
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PROTEINS: Structure, Function, and Bioinformatics, 66: 716-725, 2007. 
◎薬物生理学研究室 
⑴Fujii T., Ohira Y., Itomi Y., Takahashi Y., Asano S., Morii M., Takeguchi N., and Sakai H.: 
Inhibition of P-type ATPases by [(dihydroindenyl)oxy]acetic acid (DIOA), a K+-Cl－ 
cotransporter inhibitor. Eur. J. Pharmacol., 560: 123-126, 2007. 
⑵Asano S., Kameyama M., Oura A., Morisato A., Sakai H., Tabuchi Y., Chairoungdua A., 
Endou H., and Kanai Y.: L-type amino acid transporter-1 expressed in human astrocytomas, 
U343MGa. Biol. Pharm. Bull., 30: 415-422, 2007. 
◎医療薬学研究室 
⑴Nagai H., He J.-X., Tani T., and Akao T.: Antispasmodic activity of licochalcone A, a 
species-specific ingredient of Glycyrrhiza inflata roots. J. Pharm. Pharmacol., 59: 1421-1426, 
2007. 
⑵Tang J., Akao T., Nakamura N., Wang Z.-T., Takagawa K., Sasahara M., and Hattori M.: In 
vitro metabolism of isoline, a pyrrolizidine alkaloid from Ligularia duciformis, by rodent liver 
microsomal esterase and enhanced hepatotoxicity by esterase inhibitors. Drug. Metab. 
Dispos., 35: 1832-1839, 2007. 
⑶He J.-X., Goto E., Akao T., and Tani, T.: Interaction between Shaoyao-Gancao-Tang and a 
laxative with respect to alteration of paeoniflorin metabolism by intestinal bacteria in rats. 
Phytomedicine, 14: 452-459, 2007. 
 －35－
⑷Sato Y., He J.-X., Nagai H., Tani T., and Akao T.: Isoliquiritigenin, one of the antispasmodic 
principles of Glycyrrhiza ularensis roots, acts in the lower part of intestine. Biol. Pharm. 
Bull., 30: 145-149, 2007. 
◎植物機能科学研究室 
⑴Asakura Y., Ishigaki E., Sugiyama R., and Kurosaki F.: Cloning and expression of cDNAs 
encoding ADP-ribosylation factor in carrot seedling. Plant Science, 172: 189-195, 2007. 
⑵Saito D., Asakura Y., Nkembo M. K., Shiete M., Sugiyama R., Lee J.-B., Hayashi T., and 
Kurosaki F.: Cloning and expression of calmodulin gene in Scoparia dulcis. Biol. Pharm. Bull., 
30: 1161-1163, 2007. 
⑶Asakura Y., and Kurosaki F.: Cloning and expression of Dcga gene encodingα-subunit of 
GTP-binding protein in carrot seedlings. Biol. Pharm. Bull., 30: 1800-1804, 2007. 
◎病態制御薬理学研究室 
⑴Wada T., Naito M., Kenmochi H., Tsuneki H., and Sasaoka T.: Chronic nicotine exposure 
enhances insulin-induced mitogenic signaling via up-regulation ofα7 nicotinic receptors in 
isolated rat aortic smooth muscle cells. Endocrinology, 148: 790-799, 2007. 
⑵Tsuneki H., Kobayashi S., Takagi K., Kagawa S., Tsunoda M., Murata M., Matsuoka T., 
Wada T., Kurachi M., Kimura I., and Sasaoka T.: Novel G423S mutation of humanα7 
nicotinic receptor promotes agonist-induced desensitization by a protein kinase C-dependent 
mechanism. Mol. Pharmacol., 71: 777-786, 2007. 
⑶Tsuneki H., Sekizaki N., Suzuki T., Kobayashi S., Wada T., Okamoto T., Kimura I., and 
Sasaoka T.: Coenzyme Q10 prevents high glucose-induced oxidative stress in human 
umbilical vein endothelial cells. Eur. J. Pharmacol., 566: 1-10, 2007. 
⑷Toyooka N., Kobayashi S., Zhou D., Tsuneki H., Wada T., Sakai H., Nemoto H., Sasaoka T., 
Garraffo H.M., Spande T.F., and Daly J.W.: Synthesis of poison-frog alkaloids 233A, 235U, 
and 251AA and their inhibitory effects on neuronal nicotinic acetylcholine receptors. Bioorg. 
Med. Chem. Lett., 17: 5872-5875, 2007. 
⑸Kobayashi S., Toyooka N., Zhou D., Tsuneki H., Wada T., Sasaoka T., Sakai H., Nemoto H., 
Garraffo H. M., Spande T. F., and Daly J. W.: Flexible synthesis of poison-frog alkaloids of the 
5,8-disubstituted indolizidine-class. II: Synthesis of (-)-209B, (-)-231C, (-)-233D, (-)-235B'', 
(-)-221I, and an epimer of 193E and pharmacological effects at neuronal nicotinic 
acetylcholine receptors. Beilstein J. Org. Chem., 3: 30, 2007. 
⑹Yasuda M., Fukuchi M., Tabuchi A., Kawahara M., Tsuneki H., Azuma Y., Chiba Y., and 
Tsuda M.: Robust stimulation of TrkB induces delayed increases in BDNF and Arc mRNA 
expressions in cultured rat cortical neurons via distinct mechanisms. J. Neurochem., 103: 
626-636, 2007. 
◎医薬品安全性学研究室 
⑴Tanabe H., Taira S., Taguchi M., and Hashimoto Y.: Pharmacokinetics and hepatic extraction 
of metoprolol in rats with glycerol-induced acute renal failure. Biol. Pharm. Bull., 30: 
552-555, 2007. 
⑵Ishida K., Honda M., Shimizu T., Taguchi M., and Hashimoto Y.: Stereoselective metabolism 
of carvedilol by the beta-naphthoflavone-inducible enzyme in human intestinal epithelial 
Caco-2 cells. Biol. Pharm. Bull., 30: 1930-1933, 2007. 
⑶Fukumori S., Murata T., Taguchi M., and Hashimoto Y.: Rapid and drastic induction of 
CYP3A4 mRNA expression via vitamin D receptor in human intestinal LS180 cells. Drug 
Metab. Pharmacokinet., 22: 377-381, 2007. 
 －36－
⑷Honda M., Toyoda W., Shimizu T., Horiuchi I., Kayano Y., Taguchi M., Nozawa T., Inoue H., 
and Hashimoto Y.: UGT2B7*3 did not affect the pharmacokinetics of R- and S-carvedilol in 
healthy Japanese. Drug Metab. Pharmacokinet., 22: 382-386, 2007. 
⑸Takaai M., Suzuki H., Ishida K., Tahara K., and Hashimoto Y.: Pharmacokinetic analysis of 
transcellular transport of levofloxacin across LLC-PK1 and Caco-2 cell monolayers. Biol. 
Pharm. Bull., 30: 2167-2172, 2007. 
２.２.３ 和漢医薬学総合研究所 
◎資源開発研究部門 生薬資源科学分野 
⑴Zou K., Komatsu K., and Zhu S.: A novel compound from Hedysarum polybotrys. J. Asian Nat. 
Prod. Res., 9: 481-485, 2007. 
⑵El-Halawany A.M., Chung M.H., Ma C.M., Komatsu K., Nishihara T., and Hattori M.: 
Anti-estrogenic activity of mansorins and mansonones from the heartwood of Mansonia gagei 
Drumm. Chem. Pharm. Bull., 55: 1332-1337, 2007. 
⑶Tanaka K., and Komatsu K.: Comparative study on volatile components of Nardostachys 
Rhizome. J. Nat. Med., 62: 112-116, 2007. 
◎資源開発研究部門 化学応用分野 
⑴Shi L., Tezuka Y., Miyahara T., Yin J., Nobukawa T., and Kadota S.: Inhibitory effect of 
constituents of Bu-Shen-Jian-Gu-Tang on osteoclast-like cell formation. J. Trad. Med., 24: 
19-23, 2007. 
⑵Subehan, Zaidi S.F.H., Kadota S., and Tezuka Y.: Inhibition on human liver cytochrome P450 
3A4 by constituents of fennel (Foeniculum vulgare): identification and characterization of a 
mechanism-based inactivator. J. Agr. Food Chem., 55: 10162-10167, 2007. 
◎資源開発研究部門 薬物代謝工学分野 
⑴El-Halawany A.M., Chung M.H., Ma C.M., Komatsu K., Nishihara T., and Hattori M.: 
Anti-estrogenic activity of mansorins and mansonones from the heartwood of Mansonia gagei 
Drumm. Chem. Pharm. Bull., 55: 1332-1337, 2007. 
⑵El-Halawany A. M., Chung M.H., Nakamura N., Ma C.M., Nishihara T., and Hattori M.: 
Estrogenic and anti-estrogenic activities of Cassia tora phenolic constituents. Chem. Pharm. 
Bull., 55: 1476-1482, 2007. 
⑶Yang L., Han H., Nakamura N., Hattori M., Wang Z., and Xu L.: Bio-guided isolation of 
antioxidant from the stems of Dendrobium aurantiacum var. denneanum. Phytother. Res., 
21: 696-698, 2007. 
◎病態制御研究部門 複合薬物薬理学分野 
⑴Zhao Q., Murakami Y., Tohda M., Obi R., Shimada Y., and Matsumoto K.: Chotosan, a Kampo 
formula, ameliorates chronic cerebral hypoperfusion-induced deficits in object recognition 
behaviors and in central cholinergic systems in mice. J. Pharmacol. Sci., 103: 360-373, 2007. 
⑵Sumanont Y., Murakami Y., Tohda M., Vajragupta O., Watanabe H., and Matsumoto K.: 
Effects of manganese complexes of curcumin and diacetylcurcumin on kainic acid-induced 
neurotoxic responses in the rat hippocampus. Biol. Pharm. Bull., 30: 1732-1739, 2007. 
◎病態制御研究部門 病態生化学分野 
⑴Matsuo M., Sakurai H., Koizumi K., and Saiki I.: Curcumin inhibits the formation of 
capillary-like tubes by rat lympahatic endothelial cells. Cancer Lett., 251: 288-295, 2007. 
 －37－
⑵Koizumi K., Kozawa Y., Ohashi Y., Nakamura E.S., Aozuka Y., Sakurai H., Ichiki K., Doki Y., 
Misaki T., and Saiki I.: CCL21 promotes the migration and adhesion of highly lymph node 
metastatic human non-small cell lung cancer Lu-99 in vitro. Oncology Rep., 17: 1511-1516, 
2007. 
⑶Singhirunnusorn P., Ueno Y., Matsuo M., Suzuki S., Saiki I., and Sakurai H.: Transient 
suppression of ligand-mediated activation of epidermal growth factor receptor by TNF-α 
through the TAK1-p38 signaling pathway. J. Biol. Chem., 282: 12698-12706, 2007. 
⑷Hojo S., Koizumi K., Tsuneyama K., Arita Y., Cui Z., Shinohara K., Minami T., Hashimoto I., 
Nakayama T., Sakurai H., Takano Y., Yoshie O., Tsukada K., and Saiki I.: High level 
expression of chemokine CXCL16 by tumor cells correlates with a good prognosis and 
increased tumor-infiltrating lymphocytes in cololectal cancer. Cancer Res., 67: 4725-4731, 
2007. 
⑸Matsuo M., Yamada S., Koizumi K., Sakurai H., and Saiki I.: Tumor-derived fibroblast 
growth factor-2 exerts lymphangiogenic effects through Akt/mTOR/p70S6 kinase pathway in 
rat lymphatic endothelial cells. Eur. J. Cancer., 43: 1748-1754, 2007. 
⑹Suzuki S., Singhirunnusorn P., Mori A., Yamaoka S., Kitajima I., Saiki I., and Sakurai H.: 
Constitutive activation of TAK1 by HTLV-1 tax-dependent overexpression of TAB2 induces 
activation of JNK-ATF2 but not IKK-NF-κB. J. Biol. Chem., 282: 25177-25181, 2007. 
⑺Saitoh Y., Koizumi K., Sakurai H., Minami T., and Saiki I.: RANKL-induced down-regulation 
of CX3CR1 via PI3K/Akt signaling pathway suppresses Fractalkine/CX3CL1-induced 
cellular responses in RAW264.7 cells. Biochem. Biophys. Res. Commun., 364: 417-422, 2007. 
◎漢方診断学部門 
⑴Hussein G., Nakagawa T., Goto H., Shimada Y., Matsumoto K., Sankawa U., and Watanabe 
H.: Astaxanthin ameliorates features of metabolic syndrome in SHR/NDmcr-cp. Life Sci., 80: 
522-529, 2007. 
⑵Nakagawa T., Goto H., Hikiami H., Yokozawa T., Shibahara N., and Shimada Y.: Protective 
effects of keishibukuryogan on the kidney of spontaneously diabetic WBN/Kob rats. J. 
Ethnopharmacol., 110: 311-317, 2007. 
⑶Nozaki K., Goto H., Nakagawa T., Hikiami H., Koizumi K., Shibahara N., and Shimada Y.: 
Effects of keishibukuryogan on vascular function in adjuvant-induced arthritis rats. Biol. 
Pharm. Bull., 30: 1042-1047, 2007. 
◎民族薬物研究センター 
⑴Yamabe N., Kang K.S., Goto E., Tanaka T., and Yokozawa T.: Beneficial effect of corni fructus, 
a constituent of Hachimi-jio-gan, on advanced glycation end-product-mediated renal injury 
in streptozotocin-treated diabetic rats. Biol. Pharm. Bull., 30: 520-526, 2007. 
⑵Yokozawa T., Kim H.Y., Kim H.J., Okubo T., Chu D.C., and Juneja L.R.: Amla (Emblica 
officinalis Gaertn.) prevents dyslipidaemia and oxidative stress in the ageing process. Br. J. 
Nutr., 97: 1187-1195, 2007. 
⑶Sasaki S., Tohda C., Kim M., and Yokozawa T.:γ-Aminobutyric acid specifically inhibits 
progression of tubular fibrosis and atrophy in nephrectomized rats. Biol. Pharm. Bull., 30: 
687-691, 2007. 
⑷Yokozawa T., Kim Y.A., Kim H.Y., Okamoto T., and Sei Y.: Protective effect of the Chinese 
prescription Kangen-karyu against high glucose-induced oxidative stress in LLC-PK1 cells. J. 
Ethnopharmacol., 109: 113-120, 2007. 
⑸Rhyu D.Y., Kang K.S., Sekiya M., and Yokozawa T.: Antioxidant effect of Wen-Pi-Tang and its 
component crude drugs on oxidative stress. Am. J. Chin. Med., 35: 127-137, 2007. 
 －38－
⑹Nakagawa T., Goto H., Hikiami H., Yokozawa T., Shibahara N., and Shimada Y.: Protective 
effects of keishibukuryogan on the kidney of spontaneously diabetic WBN/Kob rats. J. 
Ethnopharmacol., 110: 311-317, 2007. 
⑺Kang K.S., Kim H.Y., Baek S.H., Yoo H.H., Park J.H., and Yokozawa T.: Study on the 
hydroxyl radical scavenging activity changes of ginseng and ginsenoside-Rb2 by heat 
processing. Biol. Pharm. Bull., 30: 724-728, 2007. 
⑻Fujii H., Nakagawa T., Nishioka H., Sato E., Hirose A., Ueno Y., Sun B., Yokozawa T., and 
Nonaka G.: Preparation, characterization, and antioxidative effects of oligomeric 
proanthocyanidin-L-cysteine complexes. J. Agric. Food Chem., 55: 1525-1531, 2007. 
⑼Kang K.S., Yokozawa T., Yamabe N., Kim H.Y., and Park J.H.: ESR study on the structure 
and hydroxyl radical-scavenging activity relationships of ginsenosides isolated from panax 
ginseng C.A. MEYER. Biol. Pharm. Bull., 30: 917-921, 2007. 
⑽ Cho E.J., Yokozawa T., and Okamoto T.: Protective effect of Chinese prescription 
Kangen-karyu and its crude drug Tanjin against age-related lipidosis in rats. J. Pharm. 
Pharmacol., 59: 687-694, 2007. 
⑾Lee Y.A, Cho E.J., Tanaka T., and Yokozawa T.: Inhibitory activities of proanthocyanidins 
from persimmon against oxidative stress and digestive enzymes related to diabetes. J. Nutr. 
Sci. Vitaminol., 53: 287-292, 2007. 
⑿Yamabe N., and Yokozawa T.: Protective effect of Hachimi-jio-gan against the development of 
pancreatic fibrosis and oxidative damage in Otsuka Long-Evans Tokushima Fatty rats. J. 
Ethnopharmacol., 113: 91-99, 2007. 
⒀Yokozawa T., Kim Y.A., Kim H.Y., Lee Y.A, and Nonaka G.: Protective effect of persimmon 
peel polyphenol against high glucose-induced oxidative stress in LLC-PK1 cells. Food Chem. 
Toxicol., 45: 1979-1987, 2007. 
⒁Yamabe N., Kang K.S., Matsuo Y., Tanaka T., and Yokozawa T.: Identification of antidiabetic 
effect of iridoid glycosides and low molecular weight polyphenol fractions of corni fructus, a 
constituent of Hachimi-jio-gan, in streptozotocin-induced diabetic Rats. Biol. Pharm. Bull., 
30: 1289-1296, 2007. 
⒂Kang K.S., Yamabe N., Kim H.Y., Okamoto T., Sei Y., and Yokozawa T.: Increase in the free 
radical scavenging activities of American ginseng by heat processing and its safety 
evaluation. J. Ethnopharmacol., 113: 225-232, 2007. 
⒃Yokozawa T., Kim H.J., Yamabe N., Okamoto T., and Cho E.J.: The protective role of 
Kangen-karyu against fructose-induced metabolic syndrome in a rat model. J. Pharm. 
Pharmacol., 59: 1271-1278, 2007. 
⒄Kitani K., Osawa T., and Yokozawa T.: The effects of tetrahydrocurcumin and green tea 
polyphenol on the survival of male C57BL/6 mice. Biogerontology, 8: 567-573, 2007. 
⒅Yokozawa T., Kim H.Y., Kim H.J., Tanaka T., Sugino H., Okubo T., Chu D.C., and Juneja 
L.R.: Amla (Emblica officinalis Gaertn.) attenuates age-related renal dysfunction by 
oxidative stress. J. Agric. Food Chem., 55: 7744-7752, 2007. 
⒆Kang K.S., Kim H.Y., Yamabe N., Park J.H., and Yokozawa T.: Preventive effect of 
20(S)-ginsenoside Rg3 against lipopolysaccharide-induced hepatic and renal injury in rats. 
Free Radic. Res., 41: 1181-1188, 2007. 
⒇Kang K.S., Lee Y.J., Park J.H., and Yokozawa T.: The effects of glycine and L-arginine on 
heat stability of ginsenoside Rb1. Biol. Pharm. Bull., 30: 1975-1978, 2007. 
(21)Yokozawa T., and Kim Y.J.: Piceatannol inhibits melanogenesis by its antioxidative actions. 
Biol. Pharm. Bull., 30: 2007-2011, 2007. 
 －39－
(22)Kim H.Y., Kang K.S., Yamabe N., Nagai R., and Yokozawa T.: Protective effect of 
heat-processed American ginseng against diabetic renal damage in rats. J. Agric. Food Chem., 
55: 8491-8497, 2007. 
(23)Kang K.S., Yamabe N., Kim H.Y., and Yokozawa T.: Effect of sun ginseng methanol extract on 
lipopolysaccharide-induced liver injury in rats. Phytomedicine, 14: 840-845, 2007. 
(24)Lee Y.A., Kim Y.J., Cho E.J., and Yokozawa T.: Ameliorative effects of proanthocyanidin on 
oxidative stress and inflammation in streptozotocin-induced diabetic rats. J. Agric. Food 
Chem., 55: 9395-9400, 2007. 
(25)Kim S.E., Rhyu D.Y., Yokozawa T., and Park J.C.: Antioxidant effect of Alisma plantago- 
aquatica var. orientale and its main component. Kor. J. Pharmacogn., 38: 372-375, 2007. 
(26)Sekiya M., Kashiwada Y., Nabekura T., Kitagawa S., Yamagishi T., Yokozawa T., Ichiyanagi 
T., Ikeshiro Y., and Takaishi Y.: Effect of triterpenoids isolated from the floral spikes of Betula 
platyphylla var. japonica on P-glycoprotein function. Planta Med., 73: 1558-1562, 2007. 
(27)Tohda C., Nakanishi R., and Kadowaki M.: Learning-deficits and agenesis of synapses and 
myelinated axons in phosphoinositide-3 kinase-deficient mice. Neurosignals, 15: 293-306, 
2007. 
(28)Nakayama N., and Tohda C.: Withanoside IV improves hindlimb function by facilitating 
axonal regrowth and increase in peripheral nervous system myelin level after spinal cord 
injury. Neurosci. Res., 58: 176-182, 2007. 
２.２.４ 生命科学先端研究センター 
◎動物資源開発分野／動物実験施設 
⑴Tsubota M., Shojaku H., Hori E., Fujisaka M., Hayashi N., Kurimoto M., Hatakeyama N., 
Yamazaki M., Nishijo H., Ono T., Yamamoto H., and Watanabe Y.: Effects of vestibular nerve 
section on sound-evoked myogenic potentials in the sternocleidomastoid muscle of monkeys. 
Clin. Neurophysiol., 118: 1488-1493, 2007. 
◎生体分子構造解析分野／遺伝子実験施設 
⑴Takasaki I., Takarada S., Fukuchi M., Yasuda M., Tsuda M., and Tabuchi Y.: Identification of 
genetic networks involved in the cell growth arrest and differentiation of a rat astrocyte cell 
line RCG-12. J. Cell. Biochem., 102: 1472-1485, 2007. 
⑵Tabuchi Y., Ando H., Takasaki I., Feril L.B. Jr., Zhao Q-L., Ogawa R., Kudo N., Tachibana K., 
and Kondo T.: Idetification of genes responsive to low intensity pulsed ultrasound in a 
human leukemia cell line Molt-4. Cancer Lett., 246: 149-156, 2007. 
⑶Tabuchi T., Takasaki I., Suto A., Kondo T., Suzuki Y., and Obinata M.: Genetic networks in 
nonpermissive temperature-induced cell differentiation of Sertoli TTE3 cells harboring 
temperature-sensitive SV40 large T-antigen. Cell Bio. Int., 31: 1231-1236, 2007. 
⑷Salunga T.L., Tabuchi Y., Takasaki I., Feril L.B. Jr., Zhao Q-L., Ohtsuka K., Tsuneyama K., 
and Kondo T.: Identification of gene responsive to paeoniflorin, a heat shock protein-inducing 
compound, in human leukemia U937 cells. Int. J. Hyperthermia, 23: 529-537, 2007. 
⑸Abdel-Aziz H.O., Takasaki I., Tabuchi Y., Nomoto K., Murai Y., Tsuneyama K., and Takano 
Y.: High-density oligonucleotide microarrays and functional network analysis reveal 
extended lung carcinogenesis pathway maps and multiple interacting genes in NNK 
[4-(methylnitrosamino)-1-(3-pyridyle)-1-butanone] induced CD1 mouse lung tumor. J. Cancer 
Res. Clin. Oncol., 133: 107-115, 2007. 
⑹Wada S., Tabuchi Y., Kondo T., Cui Z-G., Zhao Q-L., Takasaki I., Salunga T.L., Ogawa R., 
Arai T., Makino K., and Furuta I.: Gene expression in enhanced apoptosis of human 
lymphoma U937 cells treated with the combination of different free radical generators and 
hyperthermia. Free Radic. Res., 41: 73-81, 2007. 
 －40－
⑺Sasaki A., Nakashima Y., Takasaki I., Andoh T., Shiraki K., and Kuraishi Y.: Effects of 
loperamide on mechanical allodynia induced by herpes simplex virus type-1 in mice. J. 
Pharmacol. Sci., 104: 218-224, 2007. 
⑻Sasaki A., Mabuchi T., Serizawa K., Takasaki I., Andoh T., Shiraki K., Ito S., and Kuraishi Y.: 
Different roles of nitric oxide synthase-1 and -2 between herpetic and postherpetic allodynia 
in mice. Neuroscience, 150: 459-466, 2007. 
◎放射線生物解析分野／アイソトープ実験施設 
⑴Shoji M., Kondo T., Honoki H., Nakajima T., Muraguchi A., and Saito M.: Investigation of 
monitoring for internal exposure by urine bioassay in a biomedical research facility. Radiat. 





























































































































































































































































































































コンピュータ HP Compaq（Windows XP） 













































































 この他にDNAシーケンサー（ABI PRISM310，ABI PRISM3100），共焦点レーザー顕微鏡（ラ







































































































































会 場：８月２日 富山大学杉谷キャンパス 



































































































































































































































































日 時：平成19年８月９日 ９時～16時15分 
場 所：分子・構造解析施設 
テーマ：医学薬学における機器分析を体験する 














































































事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
支援基盤経費（附属施設経費） 16,696,000 16,696,000 0 
支援基盤経費（研究基盤支援促進経費） 6,788,000 6,788,000 0 
教育研究設備維持運営費 15,911,000 30,033,000 △14,122,000 
産学等連携経費 2,350,000 2,258,897 91,103 
受益者負担 40,113,159 43,178,353 △3,065,194 
学長裁量経費（マスタープラン対応経費） 57,100,000 57,100,000 0 
収入合計（Ａ） 138,958,159 156,054,250 △17,096,091 
○支出 
事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
外注経費 3,423,960 3,423,960 0 
施設管理維持費 15,541,000 15,418,837 △122,163 
飼育管理維持費 10,460,000 11,423,834 △963,834 
動物飼料・床敷経費 8,800,000 8,050,500 749,500 
廃棄物処理費 2,807,658 2,807,658 0 
機器維持修理費 21,090,000 20,851,392 238,608 
液体窒素購入費 2,300,000 2,508,153 △208,153 
フィルター交換費 4,056,000 1,665,300 2,390,700 
非常勤職員経費 7,250,000 7,250,000 0 
設備整備費 58,100,000 75,934,350 △17,834,350 
予備費 5,129,541 6,170,383 △1,040,842 
支出合計（Ｂ） 138,958,159 155,504,367 △16,546,208 
















































































































































































































































































































































階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
手術室⑴ ポリグラフ 日本光電 RM-6000 １  Ⅰ期 
１階 
 動物用恒温手術台 夏目 KN-304B １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  無影灯 山田医療照明 Kr-CAR-4 １  
  オートクレーブ ユヤマ YS-A-C202 １  
  冷凍冷蔵庫 東芝 GR-411A １  
  永井式イヌ保定器 日本クレア CL-4531 １  
  Ｘ線照射装置 日立メディコ MBR-1505R2 １  
 手術室⑴（前室） レーザー血流計 アドバンス ALF2N １  
  無加温型非観血式血圧計 室町器械 MK-2000 １  
サル処置室 動物用自動天秤 日本クレア CL-4506 １  Ⅱ期 
２階 
代謝実験室⑴ ラット代謝ケージ トキワ科学 T-479-1 12  
  マウス代謝ケージ 日本クレア CL0305 ８  
 系統維持室⑶ クリーンベンチ 日本医化器械 HS-700 １  
マウス処置室⑴ 実体顕微鏡 ニコン SM-2 １  Ⅱ期 
３階 
 マウス保定器 夏目 KN-325 １  
  解剖台 日本クレア CL-4528 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4503 １  
  電子天秤 島津 FY-3000 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 マウス処置室⑵ マウス保定器 夏目 KN-325 １  
  解剖台 日本クレア CL-4528 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4503 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 
 －75－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
ラット処置室⑴ 動物用バリカン 東芝 SSC-852 １  Ⅱ期 
３階 
 電子天秤 研精工業 FY-3000 １  
  卓上遠心機 クボタ 2010 １  
  動物用自動天秤 夏目 KN型 １  
  電気凝固装置 コマツ １  
 ラット処置室⑵ 照明拡大鏡 オーツカ SSK-F １  
  動物用自動天秤 夏目 KN型 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R １  
手術室⑵ ポリグラフ 日本光電 PEG-1000 １  Ⅲ期 
２階 
 心臓蘇生装置 日本光電 TEC-3500R １  
  電気刺激装置 日本光電 SEN-3301 １  
  人工呼吸器 アイカ R-60 １  
  動物用恒温手術台 夏目 KN-304B １  
  手術用顕微鏡 オリンパス OME-NA-W １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  無影灯 山田医療照明 U61EL １  
  吸引器 ミズホ MSP-205 ２  
  手洗い装置 大研医上 DKI-2A １  
  冷凍冷蔵庫 東芝 GR-411A １  
  永井式イヌ保定器 日本クレア CL-4531 １  
 エックス線室 ポータブルＸ線装置 ミカサ R-120H １  
  インバーター式移動型Ｘ装置 日立 テクノモービルEX １  
  自動血球計数器 日本光電 NEK-5153 １  
  卓上型生化学検査システム 東宝 レフレトロンシステム １  
  卓上遠心機 クボタ 2010 １  
  微量遠心機 岩城硝子 CFM-100 １  
 
 －76－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
イメージング解析室 小動物用光イメージング装置 島津製作所 Clairvivo OPT １  Ⅲ期 
２階 
準備室 自動手指消毒器 サラヤ BM-5500 １  
  殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
 前室 殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
  冷凍庫 大同工業 DKS-201 １  
  冷蔵庫 東芝 GR-117 １  
  超低音フリーザー（－80℃） サンヨー MDF-292 １  
 実験室⑴ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  
  電子天秤 島津 EB-430S １  
  ウサギ感染用ラック 日本医化器械 SR-1600 ２  
 実験室⑵ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  




 小動物感染用ラック 日本医化器械 AH型 ２  




ウサギ保定器 日本クレア CL-4521 １  
  北島式ウサギ保定器 日本クレア CL-4520 １  
  断首機 日本クレア CL-4551 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4505 １  
処置室 電子天秤 島津 FY-3000 １  Ⅲ期 
３階 
 冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
  マウス固定器 夏目 KN-325 １  




 殺菌線消毒ロッカー 日本医化器械 エレガSW型 ３  
 胚操作室 マイクロマニュピレーター エッペンドルフ Cell Trans １  
  倒立顕微鏡 カールツァイス axiovert135 １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-175 １  
 
 －77－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
胚操作室 実体顕微鏡 オリンパス SZX9 １  Ⅲ期 
３階 
 実体顕微鏡 ニコン SM215B-DSD １  
  マイクロフォージ ナリシゲ MF-900 １  
  マイクロプーラー ナリシゲ PN-30 １  
  研磨器 ナリシゲ EG-44 １  
  ホットプレート NSSIN NHP-45N １  
  冷蔵庫 ナショナル MR-BL-26T2-H １  
 行動科学実験室（小） マウス行動解析装置 室町機械 ComPACT VAS/DV １  
手術室⑶ 無影灯 山田医療照明 U60EL １  Ⅳ期 
１階 
 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  
  ポリグラフ・生体用アンプ 日本光電 Power Lab １  
  全身麻酔器 アイカ SAFER100 １  
  人工呼吸器 アイカ R-60 １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  吸引器 ミズホ MSP-205 １  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
  ミニQスイッチYAGレーザー コンテニュアム Minilitell,MD,MT １  
行動科学実験室 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  Ⅳ期 
２階 
 無影灯 山田医療照明 U60EL １  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
Tg/KO室前室 電子天秤 OHAUS スカウトⅡSC4010 １  Ⅳ期 
３階 




階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 標本作成室 クライオスタット ライヘルト 2800 FrigocutN １ 予約制
  クライオスタット ライカ CM3050S １ 予約制
  マイクロスライサー 堂阪イーエム DTK-1500 １  
  イオンコーター EIKO IB3 １  
  イオンスパッター 日立 E-1030 １  
  臨界点乾燥器 日本電子 JCPD-5 １  
  マイクロウェーブ処理装置 EMS 820S １  
  ガラスナイフ作成機 LKB 7800 １  
  凍結割断器 RMC-EIKO TF-2 １  
  実体顕微鏡 ニコン SMZ １  
  純水装置 岩城ガラス ASH-2DS １  
  卓上多本架遠心機 クボタ RN-70 １  
 電顕室⑴ 電界放射型走査電子顕微鏡 日立 S-4500 １ 予約制
  透過電子顕微鏡 日立 H-300 １ 予約制
  原子間力顕微鏡 TopoMetrix TMX-1000 １  
 電顕室⑵ 高分解能透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-200CX １ 予約制
 電顕室⑶ 走査プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー SPA-400 １ 予約制
 超ミクロトーム室 実体顕微鏡 ニコン SMZ-10 １  
  樹脂包埋用恒温槽 DSK T-75 １  
  真空蒸着装置 日立 HUS-5GB １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットE １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットOMU4 １  
 暗室 印画紙乾燥器 FC製作所 JRC-55 １  
  印画紙水洗器 ハンザ プリントウォッシャー １  
  引伸器 アサヒダースト L-1200 １  
 
 －79－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 NMR測定室⑴ 超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン UNITYplus 500 １ 予約制
  超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン GEMINI 300 １ 予約制
 NMR測定室⑵ 超伝導FT核磁気共鳴装置 日本電子 ECX-400P １ 予約制
 Ｘ線解析室 ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-2 １  
  単結晶Ｘ線構造解析装置 理学電機 RASA-7R １ 予約制
 細胞分析室 自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCan １ 予約制
  自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCalibur １ 予約制
  自動細胞分取分析装置 コールター EPICS-ELITE １ 予約制
 ESR測定室 電子スピン共鳴装置 日本電子 JES-TE100 １ 予約制
  化合物設計支援システム 富士通 S-7/TEIJIN MATERIA １  




パーソナルコンピュータ HP Compaq dx6100ST ３ 
  レーザープリンタ エプソン LP-8400PS3 １ 
  レーザープリンタ エプソン LP-7900 １ 
  液晶プロジェクタ エプソン EMP835 １ 
室使用
予約制
３階 元素分析室 全自動元素分析装置 サーモエレクトロン FlashEA 1112 １ 受託限定
  ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-4 1  
 細胞培養室 イムノウォッシャー インターメッド NK-300 １ 予約制
  イムノリーダー インターメッド NJ-2100UV １ 予約制
  ルミノメーター ダイアヤトロン Luminous CT9000 １ 予約制
  マルチプレートリーダ テカン GENios １ 予約制
  微量冷却遠心機 クボタ 1900 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  クリーンベンチ 日立 PCV1303BRG3 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  分取電気泳動装置 バイオ・ラド 2128システム １  
 
 －80－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 細胞培養室 二次元電気泳動装置 アナテック クールフォレスター １ 予約制
  二次元電気泳動装置 ファルマシア Pharst System １  
  電気泳動画像解析システム シマヅバイオテック Progenesis １  
  恒温水槽 タイテック SM05 １  
 フラン器室 炭酸ガス培養器 ナプコ 5410 １ 登録制
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド ジーンパルサー １  
  細胞融合装置 理工化学 EFC 2001 １  
  生細胞観察システム カールツァイス Axiovert 135 １  
 超遠心機室 分離用超遠心機 ベックマン Optima XL90 １ 予約制
  分離用超遠心機 ベックマン Optima L70 ２ 予約制
  卓上分離用超遠機 ベックマン Optima TLX １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン J6-MI １ 予約制
  微量冷却遠心機 クボタ 1900 １  
  ホモジナイザー キネマチカ PT20SKR １  
  超音波破砕機 ヒートシステム XL2020 １ 予約制
  圧力式細胞破砕機 サーモエレクトロン フレンチプレス １  
  遠心濃縮機 サーバント SC-110A １  
  バキュームオーブン アドバンテック VO-320 １  
  恒温冷却振蘯水槽 タイテック ML-10F １ 予約制
  オートクレーブ トミー BS-325 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  紫外可視分光光度計 島津 UV160A １ 予約制
  上皿電子天秤 アーンストハンセン HL-3200 １  
 恒温室 旋回振蕩機 タイテック NR-20 ２  
  旋回振蕩機 和研薬 イノーバ2150 １ 予約制
 
 －81－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 恒温室 旋回往復振蕩機 タイテック NR-300 １ 予約制
 暗室 自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV １ 予約制
 低温実験室 製氷機 ホシザキ F120C １  
  超純水製造装置 ヤマト EQP-3SB １  
  超低温フリーザー レブコ UTL-2186 ２ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U581AT ２ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U73VS6 １  
 低温室 （４℃実験室）  １ 登録制
４階 画像解析室 正立蛍光顕微鏡システム オリンパス AX80TRF-65 １ 予約制
  倒立蛍光顕微鏡システム キーエンス BZ-8000 １ 予約制
  実体顕微鏡 オリンパス SZH-131 １  
  大判カラープリンタ HP Designjet 5000PS １ 予約制
  銀塩写真プリンタ フジフイルム Pictrography 3500 １  
  カラーレーザープリンタ 富士ゼロックス DocuPrint C626PS １  
  画像解析コンピュータ HP Compaq ２ 予約制
  画像解析コンピュータ アップル Power Macintosh G5 １  
  フラットベッドスキャナ キャノン CanoScan9500 １  
  フラットベッドスキャナ エプソン ES-8000 １  
◎実験実習機器棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 分光分析室⑴ 円二色性分散計 日本分光 J-500C １  
  円二色性分散計 日本分光 J-805 １ 予約制
  原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 １ 予約制
  低温灰化装置 ヤマト プラズマリアクタPR31 １  
 分光分析室⑵ プロテインシーケンサー 島津 PPSQ-21 １ 予約制
  Ｃ末端ペプチド分取装置 島津 CTFF-1 １  
 
 －82－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 分光分析室⑵ ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 １ 予約制
  微量電子天秤 アーンストハンセン HR-182 １  
  瞬間測光分光光度計 ベックマン DU-7500 １  
  蛍光分光光度計 日立 F-4500 １ 予約制
  遺伝子情報解析ワークステーション SUN Sparc10/SDC GENETYX-SV １ 登録制
  分子構造解析ワークステーション SGI OCTANE／MSI Insight II １  
 蛋白質構造解析室 アミノ酸分析装置 島津 LC-10AS １  
  高速液体クロマトグラフ 島津 LC-10A １  
  マイクロカロリメーター マイクロキャル MC-2D １  
  飛行時間型質量分析装置 ブルカーダルトニクス autoflex １ 予約制
 工作室 旋盤 安藤 AKS-30D-M2 トンギル TIPL-4U ２  
  ボール盤 日立 B23SC １  
  横フライス盤 イワシタ NK-1# １  
  立フライス盤 井上工機 EV-6 １  
  高速切断機 日立 CC14SA １  
  万能切断機 マルトー MC743，MC-30 ２  
  電動ノコ 日本工機 ラクソー250 他 ２  
  足踏切断機 盛光 103 １  
  鉄板折曲機 盛光 G-2 １  
  ベルトグラインダー 淀川電気 ダイバースYS-1N １  
  溶接機 ダイデン サイリスタペンターク 300S １  
  アングルカッター キトー １  
  チェーンブロック ギヤードトロリー 10-AG 他 ２  
  ディスクグラインダー 日立 G10SH １  
  ドリル研磨機 中国精機 ドルケンDL-Ⅲ １  
  ハンドパレットトラック ビシャモン BM08-46SS １  
 
 －83－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 工作室 ハンドリフター バンラック BX-25 １  
  ポータブルグラインダー ミニター ミニモ７ 他 ２  
  液体クリーナー 三立機器 JE-1 １  
  アクリベンター 富士 113 １  
  糸ノコ盤 榎本工業 エミニ １  
  手動割出台 酒巻 DMB 135-24 １  
  集塵機 ダイヘン PBS B-4 １  
  心出し顕微鏡 ニコン S2 １  
  刃物水研磨機 日立 CK21SA2 １  
  爪付きジャッキ 今野製作所 MB-50 １  
  電気カンナ 日立 P-20 １  
  電気グラインダー 日立 GBT5，GT13 １  
  電気ジグソー 日立 JHT-60 １  
  電気ドリル リョウビ PD-1930A 他 ２  
  電気ハンドシャー 日立 NUC-RN １  
  油圧プレス 亀倉 GP-1 西田 NC-TP-1 ２  
◎和漢医薬学総合研究所研究棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 質量分析室⑴ 質量分析装置 日本電子 JMS-AX505HAD １ 予約制
  質量分析装置 日本電子 GCmate １ 予約制
  赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 １ 予約制
 質量分析室⑵ 二次イオン重量分析装置 カメカ IMS-6F １  
◎薬学部研究棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 液体窒素取出室 液体窒素貯蔵システム ダイヤ冷機 １  
 コピー室 製本機 GBC サーマバインド 2000T ２  
 製本機 ゲステットナー VB270 他 ２  
 断裁器 ゲステットナー H-14 １  
 －84－
４.２.３ 遺伝子実験施設 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 細胞培養室 クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-805ECⅡAB １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-1903ECⅡA １  
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5420 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-BIC-2 １  
 測定室⑶ マイクロプレートシンチレーション／ルミネッセンスカウンタ パッカード トップカウント １ 予約表
  液体シンチレーションカウンタ ベックマン LS6000IC １ 予約表
 現像室 フィルム自動現像機 フジフイルム FPM800A １  
  UVクロスリンカー フナコシ FS-1500 １  
 DNA調製室 分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 クボタ 6900 １ 予約表
  低速冷却遠心機 クボタ 8800 １  
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １ 予約表
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １ 予約表
  ダブルビーム分光光度計 日立 U-2001 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-293AT １  
 高レベル標識室 微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  
  ハイブリダイゼイションオーブン タイテック HB １ 予約表
  ゲル乾燥機 アトー AE-3750 １ 予約表
  恒温器 ヤマト科学 IC-600 １  
  インキュベートボックス タイテック M-230F １  
  インキュベートボックス タイテック M-260F １  
 
 －85－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 RIP3実験室 安全キャビネット 日立 SVC-1304ECⅡB １  
  オートクレーブ トミー BS-325H １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CF15D2 １  
  卓上多本架遠心機 トミー LC-06BH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70-22PH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34-FLA-1 １  
  ゲル乾燥機 アトー AE-3711 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U481AT １  
 試料調製室 オークリッジ型フード ヤマト科学 FHL-120 １  
 RI保管室⑵ RI耐火性鉛貯蔵庫 産業科学 SK-925B １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 汚染検査室⑵ GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ２  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-146 １  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ FM-120D １  
２階 滅菌消毒室 高圧蒸気滅菌装置 サクラ ST-2 １ 予約表
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  乾熱滅菌器 サンヨー MOV-212S ２  
  純水製造装置 セナー OPTION4 １  
  超純水製造装置 セナー UHQII/Option5A/tank １  
  製氷器 ホシザキ FM-120D-50 １  
 
 －86－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 遺伝子発現解析室 マイクロアレイスキャナー Lumonics ScanArray LITE-ES GSI １ 予約表
  GeneChip解析システム Affymetrix 72-DM00-10 １ 予約制登録制
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  粒子計数分析装置 シスメックス CDA-500 １  
  トランスイルミネーター フナコシ NLMS-20E １  
 感染動物飼育室 小動物感染用ラック 日本クレア XL-5608-2 １  
 感染動物実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  安全キャビネット 日立 SCV-804ECⅡB １  
  万能滑走式ミクロトーム 大和光機 US-111C160A １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX50-11PH １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ4045 １  
  無影灯 日本クレア １  
  微小電極増幅器 日本光電 MEZ-8301 １  
  微小電極作製器 成茂科学 PC-10 １  
  電気刺激装置 日本光電 SEN-3301 １  
  アイソレーター 日本光電 SS-202J １  
  ペンレコーダー NEC三栄 8K-20 １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-5N １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-6N １  
  脳定位固定装置用マニピュレーター 成茂科学 SM-21 １  
  DATデータレコーダー ティアック RD-135T １  
  マイクロウォームプレート キタザト DC-MP-10 １  
  オシロスコープ 菊水電子 COR5521 １  
  実験用ラック 菊水電子 KRD1600 １  
  マニピュレーター 成茂科学 MP-2 １  
  除震台 成茂科学 BP-2 １  
 
 －87－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 感染動物実験室 シールドボックス 成茂科学 RM-1 １  
 測定機器室 DNAシーケンサー ABI PRISM310 １ 予約制登録制
  DNAシーケンサー ABI PRISM3100 １ 予約制登録制
  DNAシーケンサー ファルマシア ALF Express １ 予約表
  シーケンスディテクションシステム ABI PRISM7700 １ 予約制
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System9700 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー タカラ Dice Gradient １ 予約表
  定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３ 予約制
  分光光度計 ベックマン DU-7400 １  
  分光光度計 LMS NanoDrop ND-1000 １  
  遠心式濃縮機 タイテック VC-36N １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  インフラレッドイメージングシステム LI-COR ODYSSEI １ 予約制
  ルミノ・イメージアナライザー フジフィルム LAS-4000 １ 予約制
 データ解析室 カラーレーザープリンタ キャノン LBP-2510 １  
３階 情報処理室 共焦点レーザー顕微鏡 ライカ TCS-SP5 １ 予約制登録制
  共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM510 １ 予約制
  パーソナルコンピュータ HP dx7300ST/CT １ 予約制
 植物実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-30LF １  
  恒温振とう培養器 ニューブランズウィック 4330 １ 予約表
 
 －88－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 植物実験室 遺伝子導入装置 バイオ・ラド GenePulserII １  
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド E.coliPulser １  
  遺伝子導入システム Amaxa Nucleofector １  
  ルミノ・イメージアナライザー フジフィルム LAS-1000plus １ 予約制
  密閉式超音波細胞破砕装置 コスモバイオ Bioruptor １  
  卓上型２周波超音波洗浄器 井内盛栄堂 VS-100D １  
  チューブシーラー 日立 STF-1 １  
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １  
 人工気象室 恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １ 予約表
 低温室（前室） 超音波発生器 トミー UD-200 １  
  ハイブリダイゼーションオーブン タイテック HB-100 １ 予約表
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １  
  ホモジナイザー 日立 HG30/C10/CO4 １  
  液体窒素容器 東京理化器械 １  
 低温室 ホモジナイザー用撹拌機 井内盛栄堂 55-4039-01 １  
  振とう機 タイテック NR-1 １  
  振とう機ダブルシェーカー タイテック NR-30 １  
  凍結保存容器 太陽東洋酸素 １  
 教員実験室⑴ 微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC2 １  
  デジタルカメラシステム ライカ PCV100C １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  
 暗室 電気泳動写真撮影装置 アトー AE-6911CX １  
  蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 １ 予約表
 
 －89－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 暗室 顕微鏡用デジタルカメラ オリンパス DP170 １  
  UVクロスリンカー フナコシ FS-1500 １  
 教員実験室⑵ 微量超遠心機 日立 CS1000GX １ 予約表
  低速冷却遠心機 クボタ 8800 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  ユニバーサルシェーカー 旭テクノグラス SHK-420N １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-293AT １  
 ベクター調製室 安全キャビネット 日立 SCV-1304ECⅡB １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ6045 １  
  培養顕微鏡 オリンパス CK30-11PHP １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-393 １  
 形質転換実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA ２ 予約表
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R ２  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １ 予約表
  乾熱滅菌器 サンヨー MOV-212S １  
  プログラムテンプコントロールシステム アステック PC-700 １  
 －90－
４.２.４ アイソトープ実験施設 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 汚染検査室⑴ GMサーベイメータ アロカ TGS-121 ４  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ３  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ電機 F-120C １  
 物理系実験室 Ge半導体検出器 セイコーEG&G 7700-010 他 １  
  電離箱サーベイメータ アロカ ICS-311 １  
 学生測定室 GM測定装置 アロカ JDC-123 ３  
  GM測定装置 アロカ TDC-103 ２  
  シンチレーション測定装置 アロカ JDC-711 ２  
  IP用シールドボックス フジフイルム BAS-SHB2040 １  
 学生実習室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 １  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1303ARG3 １  
  卓上遠心機 クボタ KA-1000A １  
  卓上型振とう恒温槽 タイテック パーソナル11EX ２  
  冷凍冷蔵庫 松下電器 NR-205TR １  
 RI保管室⑴ 冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
  低温フリーザー 日本フリーザー GD-5203 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-190 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-301 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-302 ６  
 動物処理室 動物乾燥処理装置 ワカイダ WINDY2000 １ 予約制
  低温フリーザー サンヨー MDF-U338 １  
 生理学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-111 １ 予約制
 
 －91－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 生理学系実験室 オートクレーブ 平山製作所 HVE-25 １  
  全自動バイアル瓶洗浄装置 ワカイダ ROBO CLEAN-400 １ 予約制
  液体クロマトグラフ HP HP-1100 １  
  液体クロマトグラフ エイコム ENO-20/ECD-300 １  
  蛍光分光光度計 島津 RF-1500 １  
  電子天秤 ザルトリウス R160D １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
  器具乾燥機 サンヨー MOV-202 １  
２階 測定室⑴ 液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5100 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5200 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-6101 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ ベックマン LS6500 １ 予約制
  マイクロプレートシンチレーション／ルミネッセンスカウンタ パッカード トップカウント １ 予約制
  オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 １ 予約制
 測定室⑵ バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS2000 １ 予約制
  バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS3000 １ 予約制
  バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS5000 １ 予約制
 化学系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  冷凍冷蔵庫 松下電器 NR-C25C １  
 実験動物室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  電子天秤 ザルトリウス BP-160P １  
  ラット代謝ケージ 杉山元医理器 MC-CO-23 １  
  小動物用ラック セオービット KE-2450-6 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-214FS １  
 暗室 トランスイルミネーター ビルバールマット TFX20CM １  
 生物系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
 
 －92－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 生物系実験室 クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  乾熱滅菌器 エスペック KPV-121 １  
  フラン器 エスペック LN-122 １  
  超純水製造装置 ミリポア PSS60 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70 １  
  微量高速冷却遠心器 ベックマン MICRIFUGE R １  
  振とう機 タイテック NR-3 １  
  ホモジナイザー ミゾニックス XL2020 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １  
  凍結ミクロトーム ライカ CM1510S １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 生化学系実験室⑴ カルフォルニア型フード 千代田テクノル TG-2150 ２  
  凍結乾燥機 ラブコンコ LL-1 １  
  遠心濃縮機 トミー精工 CC-105 １  
  インキュベートボックス タイテック M-230F １ 予約制
  定温乾燥機 アドバンテック東洋 FS-620 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 生化学系実験室⑵ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 生化学系実験室⑶ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  多本架低速冷却遠心機 トミー精工 RLX-131 １  
  卓上型恒温槽 東京理化器械 UC-65 １  
  アルミブロック恒温槽 タイテック DTU-2C １  
  冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
 
 －93－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 生化学系実験室⑶ 低温フリーザー 日本フリーザー GD-5203 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 形態学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ 平山製作所 HA-240MⅡ １  
  高速冷却遠心機 トミー精工 SRX-201 １  
  微量高速冷却遠心機 トミー精工 MRX-151 １  
  ハイブリダイゼーションオーブン タイテック HB ２ 予約制
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １  
  振とう機 タイテック NR-30 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System9600 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制




















⑴ 動物資源開発分野 動物実験施設 
⑵ 生体分子構造解析分野 分子・構造解析施設，遺伝子実験施設 























































⑷ 大学院医学薬学研究部教授会医学系教授部会から選出された教員 ３人 
⑸ 大学院医学薬学研究部教授会薬学系教授部会から選出された教員 ２人 
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最終学歴・卒業年月  
学 位 等  
利 用 期 間 平成  年  月  日 から 平成  年  月  日まで 
利 用 目 的  
利 用 施 設  
 
 利 用 設 備
 
 私は，別紙「富山大学生命科学先端研究センター利用研究員取扱規則第６条（利用の条件）」
を遵守します。 
㊞ 
 
上記の者のセンター利用研究員の申請を承諾します。 
富山大学生命科学先端研究センター長 
㊞ 
※申請者が個人の場合等不要な字句は，二線で抹消してください。 
あとがき 
 富山大学生命科学先端研究センター年報第２号をお届けします。 
 冒頭で西条センター長が書かれているように，本学の「学術研究用設備整備マスタープラン」に
より，平成19年度は動物実験施設に「小動物用光イメージング装置」が設置され，平成20年度は遺
伝子実験施設に「細胞機能イメージングシステム」が，分子・構造解析施設には長年の懸案事項で
ある「透過電子顕微鏡」が設置される予定です。平成21年度には「動物用インビボ分子形態機能解
析システム」の設置を予定しており，これによりインビトロからインビボまでの分子イメージング
システムの整備が完了します。また，本学の「キャンパスマスタープラン2007」では，「動物実験
施設およびアイソトープ実験施設」の老朽化・機能劣化が著しいことから，安全性の観点より「老
朽再生整備」として配慮する必要があると評価されており，これにより平成21年度以降に給排気設
備等の改修工事が予定されています。 
 このように，大学執行部のご助力ご支援により，本センターのインフラ整備は着々と進行してお
り，本学で実施・展開されている最先端科学や我が国社会の高度化に資する研究の進展，次世代の
生命科学の発展を担う国際的・独創的な人材育成の推進の加速化が期待できます。 
 このため，本センターの施設・設備が高水準の支援機能を維持するため，今後とも皆様のご指導
ご支援をお願いいたします。 
（H・H） 
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